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常石造船、神田ドックと修繕強化

海事産業強化法で計画認定
　国土交通省は23日、海事産業強化法に基づく計画認定制度で、新たに常石造船の事業基盤強
化計画を認定したと発表した。常石造船は、神田造船所の船舶修繕事業を継承する新会社「神
田ドック」をグループ化することで、両社の修繕ドックの相互融通、人員交流などを通じたシ
ナジーを発揮し、修繕サービスを強化する計画も盛り込んだ。

　認定を受けた常石造船の計画は、神田ドックとの修繕事業強化のほか、次世代燃料対応船や
ハイブリッド推進船、省エネ船など環境対応船の開発・建造を行うことが軸。また、ＤＸ化で
新造・修繕両面で生産性や顧客サービス向上を図ることも計画に含めた。

　計画実施期間は今年４月から2024年12月。実施場所は常石造船常石工場と神田ドックの川尻
工場・若葉工場。

　神田造船所は今年１月に最後の新造船を引き渡し、新造船の建造事業を終了した。２月に修
繕事業継承会社の神田ドックを設立しており、常石造船がこの会社の全株式を買収する。常石
造船は常石工場で年間150隻超の修繕工事を行っており、同じ広島県内に位置する神田ドック
との修繕事業のシナジーを発揮するねらい。

　海事産業強化法の計画認定制度では、認定を受けた企業は融資や税制支援など各種支援措置
の活用が可能となるほか、これら造船所が建造する環境性能に優れた船舶は、税制特例措置な
どの支援制度を受けられるようになる。昨年９月に第一弾として造船４社の計画が認定されて
い以降、順次計画認定が進んでおり、常石造船の認定により認定造船所は計14グループ・28社
になった。
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